
簡
研
究
の
現
状
に
対
す
る
問
題
提
起
と
な
る
だ
ろ
う
。

あ
え
て
課
題
を
一
つ
だ
け
あ
げ
れ
ば
、
本
書
が
検
討
対
象
と
し
た
木

簡
の
ほ
と
ん
ど
が
新
羅
木
簡
で
あ
り
、
今
後
は
百
済
木
簡
や
中
世
高
麗

木
簡
な
ど
、
他
の
地
域
や
時
代
の
木
簡
群
に
つ
い
て
の
検
討
も
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
著
者
に
は
ぜ
ひ
、
韓
国
出
土
木
簡
に
関
す
る
第
二
、

第
三
の
専
論
を
ま
と
め
て
も
ら
い
た
い
。

(

三
上
喜
孝
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
准
教
授)

柿
沼
陽
平
著

����������������������吉
川
弘
文
館

二
〇
一
五
年
二
月
刊

四
六
判

二
一
八
頁

一
、
八
五
六
円

二
〇
一
一
年
に

『

中
国
古
代
貨
幣
経
済
史
研
究』

(

汲
古
書
院
刊)

を
ま
と
め
ら
れ
た
気
鋭
の
若
手
研
究
者
・
柿
沼
陽
平
氏
が
、
こ
の
た
び

吉
川
弘
文
館
の
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
一
冊
と
し
て
、
高
校
生
以

上
の
一
般
読
者
向
け
に
本
書
を
上
梓
さ
れ
た
。
第
一
章

｢

貨
幣
と
国
家｣

で
制
度
史
、
第
二
章

｢

競
合
す
る
貨
幣
た
ち｣

で
経
済
史
、
第
三
章

｢

人
び
と
を
つ
な
ぐ
貨
幣｣

で
社
会
史
と
、
異
な
る
視
点
か
ら
重
層
的
・

構
造
的
に
中
国
古
代
に
お
け
る
貨
幣
と
交
換
の
世
界
を
分
析
す
る
本
書

は
、
な
か
な
か
の
力
作
、
い
や
秀
逸
な
る
出
来
栄
え
と
言
っ
て
よ
い
。

順
を
追
っ
て
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

導
入
の

｢

中
国
古
代
貨
幣
の
世
界
へ
―
プ
ロ
ロ
ー
グ｣

で
は
、
ま
ず

貨
幣
史
を
研
究
す
る
現
代
的
意
義
が
、
人
間
が
い
つ
か
ら

｢

お
金｣

に

人
生
を
左
右
さ
れ
る
生
活
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と

に
あ
り
、
さ
ら
に
本
書
で
は
中
国
古
代
の

｢

お
金｣

を
め
ぐ
る
人
々
の

生
活
の
面
白
さ
を
は
じ
め
、
日
本
と
中
国
の
貨
幣
の
違
い
や
そ
れ
ぞ
れ
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の
特
殊
性
を
知
っ
て
欲
し
い
と
述
べ
る
。

第
一
章
で
は
、
強
い
通
貨
性
を
持
っ
た
貨
幣
が
流
通
し
、
貨
幣
経
済

が
成
立
し
た
こ
と
を
示
す
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
、
文
献
上
で
の｢

買｣

字
・

｢

売｣
字
の
登
場
に
あ
る
と
す
る
観
点
か
ら
、
中
国
古
代
貨
幣
の
発
生

時
期
を
、｢
買｣

字
の
用
例
が
文
献
上
で
急
増
す
る
戦
国
時
代
以
降

(｢

売｣

字
の
登
場
は
統
一
秦
以
降)

と
す
る
。
続
い
て
、
代
表
的
な
青

銅
貨
幣
・
秦
の
半
両
銭
が

｢

半
両｣

と
い
う
銭
文
の
存
在
を
そ
の
証
と

す
る
名
目
貨
幣
で
、
実
際
に
半
両

(

＝
十
二
銖)

の
重
量
が
な
い
も
の

も
流
通
し
た
と
し
、
戦
国
秦
が
前
三
三
〇
年
前
後
に
半
両
銭
を
国
家
公

認
銭

(｢

行
銭｣)

と
し
て
領
域
外
へ
の
持
ち
出
し

(｢

通
銭｣)

を
厳
禁

し
た
の
は
、
青
銅
原
料
の
輸
入
に
依
存
せ
ず
に
貨
幣
を
鋳
造
す
る
こ
と

で
経
済
的
自
立
を
図
っ
た
た
め
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
半
両
銭
体
制

の
完
成
前
に
統
一
秦
が
滅
亡
す
る
と
、
前
漢
は
銭
の
民
間
鋳
造
の
承
認

と
禁
止
を
繰
り
返
し
、
民
間
で
は
軽
重
様
々
な
半
両
銭
が
出
回
り
、
実

質
重
量
で
取
引
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
武
帝
は
元
狩
年
間

(
前
一
二
二

年
〜
前
一
一
七
年)

に
銭
文
と
実
質
重
量
が
一
致
す
る
五
銖
銭
を
制
定

し
て
、
半
両
銭
体
制
は
終
焉
を
迎
え
た
と
す
る
。

第
二
章
で
は
、
当
時
の
市
場
の
様
相
に
つ
い
て
、
物
価
は
固
定
さ
れ

ず
、
競
り
に
よ
る
価
格
で
取
引
さ
れ
、
買
い
手
は
詐
欺
に
遭
う
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
市
制
・
顧
客
関
係
・
列
肆
・
値
札
が
機
能
し
て
商
品
情
報

を
入
手
で
き
た
た
め
、
市
場
で
は
比
較
的
公
正
で
激
烈
な
価
格
競
争
が

行
わ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
郡
や
県
の
治
所
に
設
置
さ
れ
た
郡
市
や
県

市
は
、
官
吏
の
監
視
下
に
置
か
れ
、
高
価
な
奢
侈
品
や
遠
隔
地
交
易
品

が
取
引
さ
れ
た
が
、
官
吏
の
監
視
も
な
い
夜
市
な
ど
で
は
、
店
舗
を
持

た
な
い
坐
賈
が
日
用
品
を
販
売
し
た
こ
と
か
ら
、
中
国
古
代
の
市
場
に

は
幅
広
い
階
層
性
が
存
在
し
、
こ
れ
と
連
動
し
て
前
者
で
は
黄
金
や
布

帛
な
ど
高
額
貨
幣
が
、
後
者
で
は
穀
物
や
銭
な
ど
小
額
貨
幣
が
そ
れ
ぞ

れ
多
用
さ
れ
、
貨
幣
に
も
階
層
性
が
存
在
し
た
と
結
論
づ
け
る
。

第
三
章
で
は
、
当
時
の
郷
里
社
会

(

村
落
共
同
体)

に
目
を
向
け
、

年
間
数
十
万
銭
を
稼
ぐ
豪
族
や
大
商
人
が
居
る
一
方
で
、
災
害
で
す
ぐ

に

｢

溺
死｣

す
る
多
数
の
農
民
が
存
在
し
、
貧
富
の
差
は
深
刻
な
社
会

問
題
だ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
郷
里
社
会
の
秩
序
が
す
べ
て
貨
幣
の

多
寡
で
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
場
に
応
じ
て
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
原
理
が
存
在
し
、
公
的
な
場
で
は
爵
制
が
、
遊
民
層
で
は
徳
行

を
重
視
す
る
任
侠
的
秩
序
が
、
市
場
で
は
価
格

(

財
力)

が
、
家
族
内

で
は
血
縁
的
秩
序
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
し
た
と
し

(

筆
者
は
こ
れ
を

｢

四

肢
的
世
界
観｣

と
命
名
す
る)

、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
諸
貨
幣
が
市

場
で
の
支
払
い
だ
け
で
は
な
く
、
制
度
的
・
慣
習
的
な
賜
与
・
贈
与
・

返
報
・
賄
賂
な
ど
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
た
実
態
を
説
明
す
る
。

以
上
、
戦
国
秦
漢
時
代
の
銭
・
黄
金
・
布
帛
が
、
経
済
的
流
通
手
段

と
し
て
共
通
の
機
能
を
有
す
る
と
同
時
に
、
様
々
な
場
で
独
自
の
機
能

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
筆
者
は
、｢

中
国
古
代
貨
幣
の

特
殊
性
―
エ
ピ
ロ
ー
グ｣

で
、
中
国
古
代
貨
幣
の
世
界
は
統
一
的
・
単

一
的
・
合
理
的
・
経
済
学
的
と
は
表
現
し
が
た
い
多
様
性
を
持
っ
て
い

た
と
し
、
こ
の
多
様
性
こ
そ

｢

四
〇
〇
年
間
続
い
た
漢
帝
国
の
強
靭
性｣

の
要
因
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
て
、
筆
を
置
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い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
本
書
の
特
色
は
、
何
と
言
っ
て
も
戦
国
秦
漢
時
代
の

｢
お
金
を
め
ぐ
る
人
び
と｣

の
国
家
と
の
関
わ
り
や
、
市
場
や
郷
里
社

会
で
の
生
き
様
を
、
わ
か
り
や
す
く
活
写
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
制
度
史
的
記
述
に
片
寄
り
が
ち
な
こ
の
分
野
を
、
多
面
的
に
分
析

し
な
が
ら
、
著
者
自
身
に
よ
る
最
新
の
出
土
文
書
資
料
研
究
の
成
果
を

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
む
と
い
う
手
法
が
奏
功
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
あ
る
場
面
で
は
高
校
生
が
使
う
世
界
史
用

語
集
の

｢

半
両
銭｣

の
項
目
を
批
判
的
に
検
証
し
、
あ
る
場
面
で
は
秦

漢
帝
国
の
郷
里
社
会
か
ら
市
場
に
買
い
物
に
行
く
設
定
で
論
を
進
め
る

と
い
う
筆
致
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
。
ま
た
、
随
所
に
ハ
イ
エ
ク
、

ポ
ラ
ン
ニ
ー
や
マ
ル
ク
ス
ら
経
済
学
・
人
類
学
の
偉
大
な
先
学
の
業
績

が
援
用
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
も
刺
激
的
で
あ
る
し
、
中
国
古
代
で
は

円
銭
の
孔
に
紐
を
通
し
て
運
ん
だ
た
め
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
よ
う

に
財
布
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
か
、
中
国
古
代
で
も
愛
情
や
性
の
表
現

と
し
て
接
吻
の
習
慣
が
あ
っ
た
な
ど
の
比
較
社
会
史
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
日
頃
か
ら
学
際
的
研
究
を
心

が
け
、
国
際
的
学
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
著
者
の
研
究
成
果

の
一
端
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
学
問
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ

き
か
を
初
学
者
が
考
え
る
一
助
に
も
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
面
も
含
め

て
、
極
め
て
充
実
し
た
内
容
の
本
書
は
、
中
国
古
代
の

｢

お
金
を
め
ぐ

る
人
び
と
と
暮
ら
し｣

に
興
味
を
持
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
読
ん
で
頂

き
た
い
一
冊
で
あ
る
。

(

野
中

敬
・
東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校
主
任
教
諭
、

本
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院
非
常
勤
講
師)
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